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【編集後記】
　東京大学ヒューマニティーズセンター（HMC）より、Humanities Center 
Booklet, Vol. 4をお届けします。
　本号は、2019年12月20日に行われたHMCオープンセミナー特別回「「社
会科学と人文学の対話――『国書がむすぶ外交』総論を素材に」の講演録です。
　セミナー開催に当たって、コーディネーターの松方冬子氏（史料編纂所・
准教授）をはじめ、岡本隆司氏（京都府立大学・教授）、山下範久氏（立命
館大学・教授）、廣野美和氏（立命館大学・准教授）、東京大学史料編纂所には、
企画段階からお世話になりました。
　本号の編集に当たり、江口絵理様（ライター）にご尽力いただきました。
また、文字起こしに当たり、速記センターつくば様のお力を借りました。改
めて御礼申し上げます。

HMC事務局（川村朋貴）
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